
別紙１

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

（注）　１　非常勤職員は（　）書きとし、外数とすること。【例：常勤３人及び非常勤１人の場合→３（１）】１　非常勤職員は（　）書きとし、外数とすること。【例：常勤３人及び非常勤１人の場合→３（１）】

２　「常勤」とは、当該法人（施設）の就業規則で定める勤務時間を勤務するものであること。

職員配置状況（特別養護老人ホーム）

（施設名）

その他 計事務員調理員医師
機能訓練
指導員

施設長
生活

相談員
栄養士

看護職員介護職員

職　種　別

区　分
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新 規 採 用 者 数

前
年
度

当
該
年
度

充
足
状
況

年
度
中

年
度
中
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（注）　１　非常勤職員は（　）書きとし、外数とすること。【例：常勤３人及び非常勤１人の場合→３（１）】１　非常勤職員は（　）書きとし、外数とすること。【例：常勤３人及び非常勤１人の場合→３（１）】

２　「常勤」とは、当該法人（施設）の就業規則で定める勤務時間を勤務するものであること。
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看護職員支援員

職　種　別

区　分

支援員及び看護職員

職員配置状況（養護老人ホーム）

（施設名）

その他 計事務員調理員医師施設長
生活

相談員
栄養士
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（注）　１　非常勤職員は（　）書きとし、外数とすること。【例：常勤３人及び非常勤１人の場合→３（１）】１　非常勤職員は（　）書きとし、外数とすること。【例：常勤３人及び非常勤１人の場合→３（１）】

２　「常勤」とは、当該法人（施設）の就業規則で定める勤務時間を勤務するものであること。

職員配置状況（軽費老人ホーム・ケアハウス）

（施設名）

その他 計事務員調理員
主任
生活

相談員

生活
相談員

栄養士
看護職員

施設長

職　種　別

区　分

年 度 当 初 在 職 職 員 数

主任
介護職員

新 規 採 用 者 数

退 職 者 数

退 職 者 数

職 員 配 置 基 準 数

支援員及び看護職員

年 度 当 初 在 職 職 員 数

新 規 採 用 者 数

介護職員

比 較 増 減

増 員 内 訳

年 月 末 職 員 数

前
年
度

当
該
年
度

充
足
状
況

年
度
中

年
度
中
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就
職年
月日

勤
続年
数

　年　月 　年　月 　年　月 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

18

（注）「本俸前年度4月分」欄には、ベースアップにより給与の追給があった場合、その追給額を含めた額を記入すること。
　　　「諸手当」欄には、支給したすべての手当を記載し、欄に不足が生じたときは付け足すこと。

性別
資格
の

有無
合計

諸　　手　　当

（　　　月分）給与支給総額

職種 氏　名
専任
兼任
の別

退職
共済
加入
の有
無

現法人経験雇用
形態

職 員 の 給 与 等 の 状 況

本　俸
前年度
4月分
級　号

本　俸
今年度
４月分
級　号

本 俸
級
号

本
俸
額

その他
の経験
年数

経験年数

他の社会
福祉事業
経験年数

最終
学歴

年齢



別紙３

区  分

死亡者名 ① ② ①-②＝③ 続柄 氏   名

（注）　監査の直近時１か年間の状況を記入すること。

死亡年月日

　　　遺　　留　　金　　品　　の　　取　　扱　　状　　況

その他
遺留金品を家
族等に引き渡
した年月日

葬祭の実施状況

家族が
遺体を
引 き
取った

施設で実施

家族の
依 頼

関係機
関  の
委  託

死亡者と遺留金品を引き
渡された家族との関係葬 祭 費 へ

充当した額 残　　額
家族に引き
渡し た 金

額

家族等に引
き渡した金

額

処　　  分　  　の  　　状 　　 況

③ の 処 分 状 況
家族等
からの
指示の
有無

遺留金額の
総　 　額



別紙４

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表 （　　　　　  年　　　月分） 施　設　種　別（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　施　設　名　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

勤　務 　　 　第　　１　　週 　　 　第　　２　　週 　　 　第　　３　　週 　　 　第　　４　　週 週平均 常勤換

職　　　種 形　態 氏　　　　名 雇用年月日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 ４週の の勤務 算後の 備　考

合計 時間 人数

備　考

      １　各数字の下欄には､当該月の曜日を記入してください。

　　　２　事業に係る従業者全員（管理者を含む。）について、調査表提出日の前月の４週間分の勤務した時間数を記入してください。

　　　３　職種ごとに下記の勤務形態の区分の順にまとめて記載してください。

　　　　　勤務形態の区分　Ａ：常勤で専従　Ｂ：常勤で兼務　Ｃ：常勤以外で専従　Ｄ：常勤以外で兼務

　　　４　常勤換算が必要な職種は､Ａ～Ｄの「週平均の勤務時間｣をすべて足し、常勤の従業者が週に勤務すべき時間数で割って､「常勤換算後の人数｣を算出してください。

　　　５　資格が必要な職種は、資格証の写しを添付してください。

　　　６　勤務形態は、実際に勤務した時間帯及び宿直者が分かるように記入してください。

（記載例）

早番6:00～15:00･･･ａ、通常9:00～18:00･･･ｂ、遅番を12:00～21:00･･･ｃ、宿直21:00～翌日6:00･･･○で囲むなどで表示し、勤務時間、形態がわかるように記入願います。

　　７　各施設において使用している勤務割表等（既に事業を実施しているときは直近月の実績）により、職種、勤務形態､当該業務の勤務時間が確認できる場合は､その書類をもって



　　　　添付書類として差し支えありません。


